
エージェントをインストールする手間もなく、シ
ンプルにリソースを監視できるのは、採用の大
きな決め手でしたね」

バックアップ/リストアを効率化
クラウドとの好連携はコストメリット
も生む

　結果として同社は、Veeamの活用によって高
速なバックアップ・リストアを実現し、万が一の
事態における有効策を講じることに成功した。
���台のVDI環境において、約�.�TBのフルバッ
クアップはおよそ��時間、約���GBという日々
の増分バックアップに至っては、�時間程度で
バックアップが完了する。また、リストアは�VM
につき、実に約�分で終了するまでに短縮され
た。

Veeamのシンプルな操作性にも高い評価が
寄せられる。矢口氏は「リストア自体は�分ほど
で終わりますが、操作がかんたんなVeeamな
ら、VDIに何らかの障害があって、Veeamを立ち
上げてリストアをするまででも、実質��分程度
で終わってしまいます」と語る。当社技術担当
者も「世代管理による確実なデータ復旧ができ
るのも利点に感じています。実際に以前データ
復旧を試みた際、前日のデータが破損してお
り、前々日に戻ってデータを復旧したこともあ
りました」と補足する。

セキュリティ基盤においても高速バックアッ
プに成功しているが、これにはVeeamのAPI連
携が光る。「セキュリティ基盤では、VMwareの
スナップショットだけではなく、NetAppとのス
トレージスナップショット連携を図ることで、
バックアップの高速化を実現しています」と当
社技術担当者は言う。VMwareによるスナップ
ショット連携のみの場合、I/Oが頻繁に行われ
負荷がかかるため、バックアップ処理に時間が
かかったり、システムが瞬停（スタン）したりする
こともある。一方、ストレージスナップショット連
携 を実 行した 場 合 、仮 想マシンのスナップ

ショット作成から削除までをかなり短縮できる
ため、結果的に負荷を減らしてスタン発生を防
ぎつつ、バックアップ時間も短縮可能だ。

Veeamの多様なAPI連携による同社への効
果は、これだけに留まらない。「セキュリティ基盤
では、会計基盤など業務運営に欠かせない仮想
マシンを配置しているため、Veeam経由でAWS
のS�に二次コピーしている」という同社。さら
に、AWS上で動作するVeeam Backup for AWS
も活用し、VPC内にあるEC�インスタンス（DNS
サーバー、Webサーバー）のバックアップを同S�
に保存している。「クラウド連携およびフォーマッ
ト変換に優れたVeeamなら、EC�インスタンスを
オンプレミスのVMware環境に直接リストアでき
ます。あるいは、逆も然りです。オンプレとクラウ
ドをかんたんに行き来できるので、コストメリット
がある方にすぐ切り替えられる点も気に入って
います」と当社技術担当者は語る。矢口氏も、ク
ラウドを活用したハイブリッド運用ができる点に
関して、「ものづくりを支える企業として、違う基
盤にデータをリストアして業務を安定稼働でき
るのは、高い効果を発揮しています」と満足気に
語った。

クラウド上から環境を一元監視
変わらない「安定供給」を目指して

採 用の決 め手となった監 視ツールである
Veeam ONEは、バックアップソフトウェアの枠を
超えて、システム全体の運用にも役立っている。
当社技術担当者は「AWSのEC�インスタンス上
にVeeam ONEを構築し、オンプレミス側の仮想
基盤および仮想マシンを監視しています。仮想マ
シンのリソースやハードディスク容量、CPU負荷
率などを一目で確認できるほか、定期的なレ
ポートも発行されるので、インフラ上の気づきに
くい変化にもすぐに対応できる仕組みになって
います」と、メリットを語った。

オンプレミス上にメールサーバーなどを構築
する同社では、クラウドに監視ツールを置く構成

（前述のとおり、DNSサーバーなどのバックアップも
クラウドに展開）とすることで、有事の際もクラウド
からアラートが届く仕組みをとっている。「監視ツー
ルの運用はデジタルテクノロジーさんにお任せし
ており、我々はアラートをもとに、集中して障害対
策に取り組めています」と、矢口氏は今回の提案を
再評価した。
今後は、基幹システムのバックアップも随時Veeam
に統合していく予定で、Dell　Power Protect DD（旧：
Data Domain）との連携による高い重複排除を活
用して、より効率的なバックアップを実施していく
展望だ。「手がつけられないほど脅威を増すランサ
ムウェアの存在もあり、『セキュリティのためのデー
タバックアップ』が今後多くの企業テーマになり得
るかと思います。あらゆる場面においても確実に
データをリストアできる状況にして、有事に備える
ことが重要だと考えますが、Veeamは確実性や速
度において、非常に優れていました。目まぐるしく変
わるITインフラ環境ですが、我々のすることは変わ
りません。商品を日々安定供給するために、今後も
ベストプラクティスを目指します」と述べる矢口氏
の意志は、力強い。
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バックアップを実現するために、さまざまな製
品を検討。結果として新たに採用されたのが、
ネットワールドが提供するVeeam Software社
製バックアップソリューション「Veeam Backup 
& Replication」（以下、Veeam）だ。

Veeamを選定した理由について、バックアッ
プ・リストア効率化のほかに、当社技術担当者
が挙げたのは大きく二つ。「Veeam単体で、バッ
クアップだけでなくレプリケーションまで行える
のは、大きな利点でした。事業継続の観点から、
バックアップとレプリケーションを併用するケー
スも増えていますが、一つの製品導入で両方を
賄えるのは、コスト的にも評価できるなと感じ
ています。もう一つの選定理由は、Veeam ONE
と呼ばれる監視ツールで、単一のコンソールか
らシームレスに各仮想基盤を可視化できること
でした。エージェントのインストールが不要なの
で、VDI環境における���台の各仮想マシンや、
セキュリティ基盤で動く重要な仮想マシンに

商品の安定供給に求められた、
�つの新バックアップシステム導入

しかし近年では、製造業界においても、ラン
サムウェアなどによるサイバー被害の拡大、お
よびテレワークや在宅勤務といった働き方の変
化など、環境の変動が著しい。ITインフラ整備
の重要性を再認識する同社では、激変する状
況下でも、ものづくりを支える企業として変わ
らない商品供給を目指すため、今回新たなバッ
クアップシステムの導入に着手した。
矢口氏は「昨今の状況を鑑みるに、どのような
状況下でも商品を安定供給するためには、バッ
クアップ環境の整備が必要だと感じていまし
た。しかし、『商品供給の時間差』が顧客事業に
直接影響する製造業においては、ただシステム
をバックアップするだけでは不十分です。できる
だけバックアップにかかる時間を短縮しつつ、
万が一の際には即座にリストアできる構成が求

められました」と振り返る。

一挙両得性と監視のコスパを評価し、
Veeam Backup ＆ Replicationを採用

　今回のバックアップシステム導入にあたって
は、セキュリティ基盤、テレワークのためのVDI
基盤、およびすでにバックアップソリューション
が導入されている基幹システムのソリューショ
ン置換という形で、三つの基盤が再編成され
た。今回の導入を支援した当社技術担当者は

「複数のシステムを統合的にバックアップする
ため、管理の効率化はもちろん、やはりバック
アップ・リストア速度は重要視されました」と語
る。特にVDI基盤では、構築元のHCIおよび���
台の仮想デスクトップ環境を保護する必要が
あり、確実にバックアップウインドウ内で収めら
れるかが製品選定のポイントとなる。
スズデン株式会社では、安全で効率的な統合
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とともに、千葉県松戸市に構える本センター『東京物流セ
ンター』も日々安定して、さまざまな業種のお客様へ商品
をお届けしています」と、同社 業務システムセンター セン
ター長 矢口 誠氏は言う。
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バックアップ/リストア効率化とクラウドからインフラ一元監視に成功
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●バックアップやリストアに時間がかかっており、万が一の
　ランサムウェア被害などにおける迅速な対応が懸念された
●クラウドを活用したハイブリッド運用ができておらず、
　BCP対策が不十分だった

●API連携を活かし高速バックアップを実現。高い操作性でリス
トアも�VMにつき約�分で完了

●クラウド連携でインフラ環境を一元監視。エージェントレスな
監視ツールで作業コストも削減
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